





調査を行った。その結果，1. 助産学実習の単位数は 11 ～ 20 単位，学生一
人当たりの分娩取り扱い数は 10 ～ 15 回であり，ハイリスクケアに関する




















































1 2 3 4
年齢 40代 50代 50代 60代
職位 教授 教授 教授 教授
大学院教育経験(年) 7 4 13 7
表 1　対象者の概要
－ 100 －

































インタビューに応じた 4 名の対象者は 40 ～
60 代の教授であり，大学院での助産師教育に責
任を持つ立場の者であった。大学院における助
産師教育の経験年数は 1 名が 4 年，2 名が 7 年，





実習の単位数は 11 ～ 14 単位であった。






（Neonatal Intensive Care Unit: 新生児集中治療








































































































































































































ラ ス 実 習，NCPR（Neonatal Cardiopulmonary 
Resuscitation：新生児蘇生法）および ALSO
（Advaced Life Support Obstetrics：周産
































































番多く 12.2 単位，次いで大学院の 11.9 単位，次
いで大学の 11.6 単位であった。平均分娩取り
扱い回数は大学院が一番多く 11.8 回，次いで大
学別科 10.1 回，大学専攻科の 10.0 回となってお
り，大学は 9.9 回であった。今回インタビュー
した大学の実習単位は 11 ～ 20 単位であり，そ



























であり，その単位数は特別研究で 8 ～ 10 単位，










































































１．助産学実習の単位数は 11 ～ 20 単位，学生






















２）文 部 科 学 省 . 助 産 学 実 習 に お け る 分 娩











５）厚 生 労 働 省 . 平 成 28 年 衛 生 行 政 報 告 . 
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